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卒業おめでとう．！／町内の小中学校の卒業生、平成4年度は549人でした。

広渡小学校卒業式

3月16日“謹欝絞 　2罷織関 ．ヽヾ 　‾〃00°二二一 ！ 
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遠賀中学校卒業式

・
広
洩
小
学
校

・
浅
木
小
学
校

・
島
門
小
学
校

五
十
九
人

百
　
　
人

百
二
十
人

・
遠
賀
中
学
校
　
　
百
七
十
二
人

・
遠
賀
南
中
学
校
　
　
九
十
八
人
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i町の予算（一般会計）の動きi 

菓音素劃　　　　　5ゆ儒3．491万円i �� 

その他②の内訳 �町案撃i （51．1％） 町税 14億5．264万円田 （25．3％）定 　資 韓堯誤信％）嘉 
1億1，320万円（2．0％） ・自動車取得税交付金 4．500万円 ・利子割交付金3．000万円 ・ゴルフ場利用税交付金 3．500万円 ・特別地方消費税交付金 20万円 ・交通安全対策特別交付金 300万円 

3鴫5，453万円　　　　　　　　　　　　　31鶴・130万円 

30億4，969万円 

県支出金　　　そのイ ��醐6時度　　　　　　平成元年度　　　　　　平成2年度 

新しいまきつく

その他①）の内訳

1億5，194万円

（2．7％）
・分担金・負担金

6．127万円

・繰　　越　　金

5．000万円

・使用料・手数料

4，067万円

諸収入
1億3，247万円（2．3％）

農林水産商工費
1億1．2〟万円（2．0％）54億3491万円

二二二二一二二一二二一：一二一」　　讃会費 

消防費　　　　　　1億783万円（1．9％） 
1億6，938万円（3・0％）　その他③ 

衛生費 
3億 

籍費5親 7．約万円6・2％） 

（6．5％） 

民生費 
教育費　　　　　　　　　17億3．514万円 

6億7，851万円　　　　　　　　　（30．3％） 

（11．8％） 

総務費 
7億8，361万円 

（13・7％）　　　土木費 

13億8，198万円 

（24．1％） 

その他③の内訳

3．568万円

（0．5％）

予　備　賃2．000万円

労　働　費　544万円

商　工　費　824万円

災害復旧費　200万円

「＼

そ
の
他
、
今
年
度
歳
入
の
う
ち
大
幅

な
増
を
示
す
も
の
に
国
底
支
出
金
、
繰

入
金
、
町
儀
が
あ
り
ま
す
。

国
揮
支
離
会
は
、
前
年
度
に
比
べ
約

三
倍
近
い
伸
び
で
額
に
す
れ
ば
四
億
円

近
い
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

主
に
住
宅
地
区
改
良
事
業
に
伴
う
補
助

金
に
よ
る
も
の
で
す
。

繰
入
金
は
、
減
債
退
会
　
（
借
入
金
返

済
の
た
め
の
積
立
金
）
　
や
地
域
振
興
悲

金
　
（
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の

翻
し
立
会
）
　
な
と
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
た

め
前
年
度
に
比
べ
五
億
円
近
い
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
俵
は
、
町
が
国
や
銀
行
か
ら
借
り

入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
前
年
度
に

比
べ
て
三
・
五
倍
近
く
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
お
も
に
「
福
祉
の
里
づ
く

り
」
や
虫
生
津
の
住
宅
地
区
改
良
、
遠

賀
中
学
校
体
育
館
の
大
規
模
改
造
に
充

て
ら
れ
ま
す
。



］童画二一一一一一一一一一一一一一一一＿

一般会計予算に見る

主な施策と事業

（民生費）
福祉の里建設事業費

・…………・7億8，810万円

老人福祉施設整備事業質
・・1億9，818万円

介護手当

（衛生費）
コンポスト製造器購入助成

（展林水産業賛）
県営ほ場整備事業費

260万円

150万円

農地銀行活動事業費
126万円

農村ふれあい事業費（ふれあい釣大会）
150万円

（土木費）
交通安全施設等整備事業費

6，406万円

住宅地区改良事業費
4億7，205万円

街路事業質
4，700万円

（教育費）
大観模改造事業費

文化ふれあい事業費

国際交流事業費

●国民健康保険事業
9億6，481万円

●住宅新築寄金貸付事薬
3．099万円

●遠賀霊園事業
2億2，052万円

●学校給食事業
1億8，508方rTl

の反ら「

犠⑫
生全き
後づが
が

●老人保健事業
11億9，742万円

●地域下水道事業
4，527万円

●農業集落排水甜菜
1億1，411万円

／T

私
た
ち
の
生
活
と
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
歳
出
を
見
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
が

見
え
て
き
ま
す
。
今
年
度
の
特
徴
は
「
高

齢
者
福
祉
」
や
「
身
体
障
害
者
福
祉
」

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
民
生
艶
が
前
年
度

に
比
べ
、
三
倍
近
く
増
え
た
こ
と
で
す
。

こ
の
民
生
費
が
支
出
全
体
の
三
十
・

三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
福
祉
の
里
づ
く
り
事
業
」

や
　
「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

「
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
　
の
建
築
を
メ

イ
ン
と
し
た
二
十
一
世
紀
へ
向
け
た
遠

賀
町
の
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
　
「
健

康
と
生
き
が
い
の
ふ
く
ら
む
福
祉
社
会

づ
く
り
」
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
ま

す。

い
の
ふ
く

く
り
」
を

㊤

福
祉
の
里
完
戯
予
想
図

住
環
境
の
整
備
や
ゴ
ミ
の
減

董
化
そ
し
て
教
育
に
が
ん
ば

る
予
算
で
す

支
出
全
体
の
二
十
四
・
．
％
を
占
め

る
土
木
費
は
、
五
億
九
千
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
平
成
4
年
度
か
ら
五

年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
出
生
津
の

住
宅
地
区
改
良
事
業
が
あ
り
ま
す
。
狭

い
道
路
や
、
老
朽
化
し
た
炭
鉱
住
宅
が

残
存
す
る
東
町
地
区
の
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
、
今
年
度
は
実
施
設
計
や
．

部
の
住
宅
建
築
の
た
め
四
億
七
千
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
新
規
事
業
と
し
て
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
み
の
減
量
化
を
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造

器
（
生
ご
み
処
理
器
）
　
の
購
入
助
成
に

五
百
基
分
二
百
六
十
万
円
を
衛
生
費
で

計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
雑
で
は
、
遠
賀
中
学
校

体
育
館
の
大
規
模
改
造
と
し
て
六
千
万

円
、
国
際
化
社
会
に
向
け
て
町
民
の
み

な
さ
ん
に
国
際
感
賞
を
護
っ
て
も
ら
う

た
め
の
国
際
交
流
事
業
に
四
百
九
十
四

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

遠
賀
南
中
学
校
の
A
E
T
授
業
風
景

四
囲
園
田

遠
賀
町
の
予
算
に
は
、
一
触

会
計
の
ほ
か
7
つ
の
特
別
会

計
が
あ
り
ま
す

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
と
き
、
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
と
区
別
し
度
量

す
る
必
要
の
あ
る
と
き
に
設
け
′
契
る
も

の
で
す
。
今
年
度
は
、
今
ま
で
の
6
つ

の
特
別
会
計
の
ほ
か
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
が
加
わ
り
1
つ
の
特
別
会

計
と
な
り
ま
し
た
。
予
筑
規
模
は
、
前

年
度
に
比
べ
二
十
∴
一
％
、
額
に
し
て

五
億
三
千
二
百
九
十
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。



語や撮！、 向上をめざして・・
寝たぎりのお年寄りや、重度の身体障害者を家庭内で
介護されている人へ

「介護手当」を
支給します

ヽ

役場の人事異動（4月l日付カッコ内は旧所員）

矢野伊豆生（住民課長）
香山　洋子（会計係長）

古畑　紀子（住民課長補佐）
回田　怜子（学校教育係長）
瀬戸茶毘美（福祉係）

田仲　端子（国保年金係長）

行事　和美（農政商工係）
出口寿美子（新規採用）

岩河内孝寿（企画調整係）
松井　京子（人事係）

内田　研司（新規採用）

大場　繁雄（Ii暇行政事務組合派遣）

川渡　和弘（体育振興係）
向井　理人（新規採用）

嶋崎　慎吾（住民係）

武谷　和子（下水連係）

福島　踏二（建設2係）

紀伊　圭子（新規採用）
井口　一美（学校教育課長）
秦　百合子（給食センター係）

学校教育課
課長

学校教育係長
住民課

課長
国保年金係長
住民係

収入役室

会計係長
企画課

企画調整係
人事係

部市計画課

都市整備係
下水道係

建敬譲
建設2係

産業練

農政商工係
福祉課

福祉係
福祉係

税務課
徴収係

議会事務局

専務係
社会教育課

体育振興係
給食センター
給食センタ一條

退職醗靖掘削l
醗血相E㈲

よろしくお願いします。

新規採用職員の4人です。みなさまの力にな

遠
賀
町
で
は
、
平
成
5
年
度
か
ら
節
義
以
上
の
寝
た
き
り
状
態

に
あ
る
老
人
ま
た
は
、
重
度
身
体
障
害
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い

る
人
に
、
そ
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
在
宅
福
祉
の
向
上

を
図
る
事
を
目
的
に
、
介
護
者
に
対
し
て
介
護
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
は
福
祉
課
福
祉
係
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
定
の

基
準
に
達
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
に
は
介
護
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す。

●
介
諸
手
当
の
種
類
　
「
遊
資
町
在
宅

老
人
介
護
手
当
」
「
遠
賀
町
重
度
身

体
障
害
者
介
護
手
当
」

●
手
当
の
額
　
月
五
千
円
　
（
毎
年
1
月

と
1
2
月
に
支
給
し
ま
す
）

●
支
給
要
件

▽
在
宅
老
人
介
護
手
当
　
6
5
歳
以
上
で

寝
た
き
り
の
状
態
が
6
か
月
以
上
続

き
、
日
常
生
活
動
作
の
状
況
が
〓
疋
の

認
定
基
準
に
達
し
て
い
る
お
年
寄
り
と

現
在
同
居
し
介
護
し
て
い
る
人
。

▽
重
度
身
体
障
害
者
介
護
手
当
　
身
体

障
害
者
手
帳
一
・
二
級
所
持
者
や
重
度

粕
神
薄
弱
と
判
定
ま
た
は
診
断
を
受

け
、
日
常
生
活
動
作
の
状
況
が
〓
疋
の

認
定
基
準
に
達
し
、
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
障
害
者
と
現
在
同

居
し
介
護
し
て
い
る
人
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係
℡

（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

俳
句
（
遭
責
俳
麦
句
会
抄
）

池
田
幸
利
運

梅
び
よ
り
膝
に
水
た
め
泣
羅
漢

三
村
　
妙
子

水
温
む
宮
司
木
覿
振
っ
て
を
り

玉
野
　
信
彦

す
れ
違
ふ
子
供
の
緒
の
つ
く
し
ん
は

芳
野
　
宏
子

夢
に
色
あ
れ
ば
春
の
景
色
か
な

川
上
　
久
夫

茎
立
の
昨
日
今
日
な
る
雨
つ
づ
き

加
藤
　
栄
子

短
歌
（
お
人
が
塊
歌
会
語
義
）

河
中
姑
菖
選

不
用
な
る
ネ
ク
タ
イ
集
め
ク
ノ
シ
ョ
ン
を

作
り
で
か
ざ
る
藤
椅
子
の
う
え

久
野
き
よ
の

ネ
ク
タ
イ
を
始
め
て
結
ぶ
に
手
間
か
か
り

鏡
に
孫
は
な
が
く
立
ち
い
つ

柴
田
　
　
房

ブ
レ
ザ
ー
に
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
制
服
が

似
合
い
で
孫
の
写
真
が
届
く

一
国
　
房
子

次
つ
ぎ
と
孫
ら
は
学
校
卒
業
す

好
み
思
い
で
ネ
ク
タ
イ
贈
る

井
口
　
絹
子

乾
き
た
る
柿
の
落
ち
葉
が
音
た
で
て

風
吹
く
度
に
ま
ろ
ひ
て
ゆ
き
ぬ

白

石

一

夫



了●

目

！

菖

悪

　

童

一
度
、
弓
を
引
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日
　
5
月
1
1
日
か
ら
6
月
1
2
日

ま
で
の
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
午
前

1
0
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
9
時
の

二
部
制

●
と
こ
ろ
　
総
合
運
動
公
園
内
弓
道
場

●
会
費
　
千
円

●
申
込
み
　
池
田
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）

4

1

1

9

（
胤
胤
胤
園
田

5
月
に
日
本
初
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
が
開
幕
！
い
っ
し
ょ
に
明
日
の

プ
ロ
選
手
を
目
指
そ
う
！

●
練
習
日
　
毎
週
火
・
木
曜
日
、
午
後

5
時
－
1
時
と
土
曜
日
、
午
後
2
時

－
5
時
、
日
曜
・
祝
日
は
試
合
あ
り

の
サ
ー
ク
ル
会
員

大
募
集

を
応
援
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
に
趣
味
に
、
絶
好
の
季
節
か
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ど
う
せ
す
る
な
ら
大
勢
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
！
と
考
え
て
る

み
な
さ
ん
。

あ
な
た
に
ピ
ッ
ク
リ
の
サ
ー
ク
ル
を
見
つ
け
て
く
た
さ
い
。

積
極
派
の
あ
な
た
を
応
摸
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
総
合
運
動
公
園
み
ど
り
の

広
場

●
会
費
　
月
／
二
千
円
、
保
険
料
＝
年

／
三
百
六
十
円

●
申
込
み
∴
嶋
崎
慎
吾
さ
ん
℡
　
（
2
8

2

）

　

3

1

5

6

圏
園
田
墨
蓮
田

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
ー
・
〝
コ

テ
I
・
メ
ン
・
ド
ー
〟
　
と
大
き
な
声
で

言
え
る
元
気
な
子
ど
も
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
女
の
子
も
大
歓
迎
。

〔
遠
賀
教
室
〕

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
▽
第
一
武
道
場

＝
毎
週
月
・
金
曜
日
▽
遠
賀
南
中
武

道
場
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
▽
島
門
小

体
育
館
＝
毎
週
水
・
土
昭
日
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
1
時
0
0
分

●
入
会
希
望
者
は
4
月
2
6
日
　
（
月
）
午

後
6
時
に
第
一
武
道
場
へ

●
会
寅
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
　
石
松
教

さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
2
9
9
4

〔
広
渡
教
室
〕

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
広
渡
小
学
校
体

育
館
＝
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
6

時
～
1
時
0
0
分

●
入
会
希
望
者
は
4
月
2
7
日
　
（
火
）
午

後
6
時
に
広
渡
小
学
校
体
育
館
へ

●
会
貧
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
　
萩
本
悦

子
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
6
5
8
2

（
倒
閣
風
聞
㊧

今
年
で
十
周
年
を
迎
え
た
ク
ラ
ブ
で

す
。
郡
民
・
県
民
体
育
大
会
な
ど
で
は

優
勝
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
以

上
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日
、
午
後
1
時

0
0
分
－
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
会
賛
　
月
／
千
円
　
（
学
生
五
百
円
）

●
申
込
み
　
嶋
崎
慎
吾
さ
ん
℡
　
（
2
8

2

）

　

3

1

5

6

園
田
田
岡
細
田
四
囲
闇

当
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
児
童
の
相
互
の
親
睦

と
心
身
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
広

液
中
校
区
に
な
っ
た
松
ノ
本
区
の
み
な

さ
ん
、
た
く
さ
ん
入
団
し
て
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
　
毎
週
月
・
水
・
木
・
土
曜

日
の
午
後
4
時
0
0
分
～
6
時
5
0
分
・

日
曜
日
、
午
前
9
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
広
漉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
象
　
小
学
6
年
生
以
下
の
男
女

●
会
費
　
月
／
千
五
百
円

●
申
込
み
　
「
広
漉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

事
務
局
、
永
久
勝
基
さ
ん
℡
　
（
2
9

3

）

　

1

4

9

4

（
風
聞
園
風
聞
㊤

〔
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
〕

酸
素
を
体
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
健
康
や
体
力
を
増
進
さ
せ
る
遊

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
か

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
▽
松
ノ
本
公
民

館
＝
毎
週
月
曜
日
、
午
前
1
0
時
0
0
分

－
日
時
5
0
分
▽
田
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
1

時
～
2
時

●
会
費
　
月
　
二
千
五
百
円

〔
キ
ッ
ド
ビ
ク
ス
〕

子
ど
も
の
た
め
の
優
酸
素
運
動
で
リ

ズ
ム
感
を
襲
い
身
体
の
発
育
を
促
進
し

ま
す
。

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
田
園
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
毎
週
木
曜
日
、
午

後
4
時
5
0
分
－
5
時
0
0
分

●
会
費
　
月
　
千
七
百
円

●
申
込
み
　
桑
原
恵
美
子
さ
ん
℡
　
（
2

9

3

）

　

5

4

3

0

（
風
聞
国
風
㊧

九
州
中
北
部
、
中
国
地
方
の
山
を
対

象
に
、
登
山
を
通
じ
、
自
然
の
す
ぼ
ら

し
さ
を
満
喫
す
る
中
で
、
家
族
や
各
家

族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
い
ま
す
。

●
対
象
　
家
族
単
位
（
現
会
員
二
十
五

家族）

●
会
費
一
家
族
年
／
二
千
円

●
申
込
み
　
松
井
登
さ
ん
℡
（
2
9
3
）

導
出
四
国
団
自
国
園
田
閥

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
昼
の
部
／
第
一

武
道
場
＝
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
、
夜
の
部
　
広
渡

公
民
館
＝
毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
、

午
後
1
時
0
0
分
～
9
時

●
会
費
　
月
〝
八
百
円

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
申
込
み
　
夜
の
部
＝
梅
田
典
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
1
、
昼
の
部

＝
梅
田
や
す
子
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）

3

6

0

4

田
園
園
田
照
g
閻

ロ

ー

イ

ン

パ

ク

ト

の

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
動

き
の
中
で
、
筋
力
ア
ッ
プ
と
体
力
向
上

を
目
指
し
ま
す
。
腰
痛
や
肩
こ
り
の
解

消
に
も
役
立
ち
ま
す
。
現
在
2
0
歳
か
ら



ーぅ・＼

0
0
歳
ま
で
の
人
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
▽
第
一
武
道
場

＝
毎
週
月
曜
日
、
午
前
1
0
時
1
5
分
～

日
時
4
5
分
▽
広
渡
公
民
館
＝
毎
週
火

曜
日
、
午
後
8
時
－
9
時
2
0
分

●
会
寅
　
入
会
金
／
千
五
百
円
、
月
／

二
千
五
百
円

●
申
込
み
　
君
達
七
美
恵
さ
ん
か
　
（
2

9

3

）

　

3

6

1

3

蓮
田
田
園
起
因
園
田
開
票

年
間
を
通
し
て
さ
わ
や
か
を
汗
を
か

き
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
1
時

0
0
分
（
2
時
間
）

●
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
会
費
　
半
年
／
三
千
円

●
対
象
　
成
人
な
ら
ど
な
た
で
も

●
申
込
み
　
直
接
会
場
、
ま
た
は
田
口

忠
一
さ
ん
℡
（
2
0
2
）
8
3
3
3
へ

隔
賀
田
躍
起
発
音
閥

中
高
年
齢
者
対
象
で
、
健
康
維
持
の

た
め
の
軽
い
体
操
で
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
、
午
前
日
時

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
会
黄
　
月
／
千
二
百
円

●
申
込
み
　
木
藤
照
代
さ
ん
℡
　
（
2
9

3
）
　
0
5
4
5

日
的
田
園
四
囲
開
田

世
界
の
名
曲
に
あ
わ
せ
、
美
容
と
健

康
の
た
め
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
老

若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
時

1
5
分
～
9
時
1
5
分

●
と
こ
ろ
　
松
ノ
本
公
民
館

●
会
費
　
入
会
金
／
千
円
、
月
／
二
千

円
●
申
込
み
　
末
日
初
子
さ
ん
℡
　
（
2
9

3
）
　
4
1
5
8
ま
た
は
、
岡
村
和
美

さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
3
3
1
0

基
因
同
語
呂
目
撃

次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

●
例
会
　
毎
月
第
二
火
曜
日
の
午
後
1

時
0
0
分
　
（
2
時
間
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
セ
ン

ター
●
会
費
　
年
／
六
千
円

●
内
容
　
レ
ク
・
ソ
ン
グ
、
ゲ
ー
ム
、

ダ
ン
ス
、
凧
作
り
、
竹
と
ん
ぼ
作
り
、

カ
ヌ
ー
、
野
草
・
野
鳥
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
、
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
、
キ
ャ

ン
プ
の
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
全
般

の
学
習
会
や
指
導

●
申
込
み
　
野
中
英
道
さ
ん
℡
　
（
2
9

3

）

　

2

0

6

5

調
音
賀
田
園
田
園
田

か
な
の
「
い
ろ
は
」
か
ら
色
紙
・
短

冊
・
条
幅
・
実
用
体
な
ど
専
門
的
な
書

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
、
午
前
1
0
時

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
和
室

●
会
費
　
入
会
金
／
三
千
円
、
月
／
三

千
五
百
円

●
申
込
み
　
直
接
会
場
、
ま
た
は
古
賀

徳
次
さ
ん
℡
（
2
9
3
）
2
2
3
8
へ

（
国
風
回
同
国
㊤

秋
の
菊
花
展
示
会
を
目
指
し
て
、
菊

作
り
に
励
み
ま
せ
ん
か
？
経
験
や
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
活
動
日
　
毎
月
第
一
日
曜
日
、
午
後

1
時
1
3
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
会
寅
　
年
／
四
千
五
百
円

●
申
込
み
　
直
接
会
場
ま
た
は
、
門
司

明
徳
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
8
5
6

蕗
病
因
国
璽
遷
吊
童
話

初
め
て
の
人
で
も
楽
し
く
ひ
く
事
が

で
き
ま
す
。
昨
年
の
日
月
か
ら
始
め
た

ば
か
り
の
会
で
す
。
あ
な
た
も
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
▽
松
ノ
本
公
民

館
＝
毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
、
午
前

1
0
時
5
0
分
～
正
午
▽
上
別
府
公
民
館

＝
毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
、
午
後
1

時
～
2
時
0
0
分

●
会
賞
　
月
／
二
千
五
百
円

●
申
込
み
　
武
内
由
美
子
さ
ん
℡
　
（
2

9
3
）
　
5
5
9
5
か
大
坪
ハ
ル
エ
さ

ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
5
1
3
4

円
臆
開
園
的
M
曲
目

正
確
に
編
む
コ
ツ
を
覚
え
て
自
分
に

ピ
ッ
ク
リ
の
も
の
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
と
こ
ろ
・
練
習
日
　
▽
松
ノ
本
公
民

館
＝
毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
3
時
、
▽
田
園
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
毎
週
水
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
正
午

●
会
寅
　
月
／
二
千
円

●
申
込
み
　
吉
江
政
子
さ
ん
℡
　
（
2
9

3

）

　

1

5

1

6

（
凧
日
日

最
近
、
見
直
さ
れ
て
い
る
和
裁
を
学

ん
で
、
洋
服
感
覚
の
着
物
か
ら
振
り
袖

ま
で
自
分
で
縫
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
一
・
二
・
三
火
曜

日
、
午
前
1
0
時
－
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

和
室

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
会
質
　
月
／
三
千
五
百
円

●
申
込
み
　
岩
橋
秀
子
さ
ん
℡
　
（
2
9

3

）

　

2

1

8

9

園
田
困
窮
百
四
酉

評
論
、
社
会
科
学
、
文
芸
作
品
の
研

究
・
批
評
そ
の
他
に
つ
い
て
自
由
に
話

し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
一

回
、
屋
外
実
践
研
究
を
行
い
ま
す
。

●
活
動
日
　
毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
前

9
時
5
0
分
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
会
賞
　
月
／
三
百
円

●
申
込
み
　
柿
野
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）

2

2

7

貫

J

（
鳳
＝
圃
＝
岨

あ
な
た
も
池
坊
流
の
生
け
花
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
、

午
後
1
時
－
3
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
会
費
　
月
／
二
千
二
百
円
（
花
代
は

実費）

●
申
込
み
　
林
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
2

8

3

1

〔
胤
＝
胤
固

五
・
七
・
五
と
指
折
っ
て
、
ヒ
ネ
る

俳
句
の
面
白
さ
。
趣
味
と
し
て
、
気
軽

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
、

午
後
1
時
－
3
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
会
費
　
月
／
五
百
円

●
申
込
み
　
玉
野
信
彦
さ
ん
℡
　
（
2
9

3

）

　

1

1

0

1

（
回
国
回
国
㊤

棒
針
、
か
ぎ
針
、
ア
フ
ガ
ン
針
で
楽
し

い
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
、
午
前
同
時

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
会
費
　
月
／
二
千
五
百
円

●
申
込
み
　
字
津
宮
豊
子
さ
ん
℡
　
（
2

9

3

）

　

4

5

3

2

園
田
園
田
閏
四
国

●
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日
、
午
後
1
時

～
8
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
二
階
講
義
室

●
対
象
　
小
学
生
以
上

●
会
寅
　
年
／
二
千
円
（
学
生
は
千
円
）

●
申
込
み
　
添
田
正
室
さ
ん
℡
　
（
2
9

3
）
　
2
9
4
6



タイムスリップ気分で豆田の町を散策－文化ふれあい事業
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レトロブームの町並みを笑顔で散策

／壬

3月25日に行われた文化ふれあい事業には、308人が参加

して、大分県日田市を訪ねました。

ウイスキー工場とスッポンの蜂蜜づけ上場を見学した後、

この日の口舌である由仁冊の散策では、古い町並みや、町

の旧家に江戸時代から伝わるひな人形などを見てまわりま

した。

この日初めて文化

ふれあい事業に参加

した岡野良了・さん

（ヒ別府）は「楽し

かったです。本当に
、－－　　いい機会を与えても

らい1日有慧義に過
‾、－＼　こせました。」と感

想を語ってい蓋し
、、　　た。

「
み
な
さ
ん
の
愛
を
必
ず

届
け
て
き
ま
す
」
と
中
原
さ
ん

「
生
徒
た
ち
の
熱
い
思
い
が
こ
も
っ
た
品
々
で

す
。
医
療
や
奉
仕
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
L

I
遠
賀
南
中
学
校
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
　
〔
代
表

清
水
孝
洋
く
ん
　
（
2
年
生
）
〕
　
か
ら
ア
フ
リ
カ
教

育
基
金
の
会
「
市
民
協
力
隊
員
」
の
中
原
由
美
子

さ
ん
に
募
金
や
文
目
で
衣
類
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
3
月
1
7
日
、
遠
賀
南
中
学
校
で
行
わ

れ
た
、
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
募
金
贈
呈
式
で
の
こ
と

です。昨
年
1
0
月
の
文
化
祭
で
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に

ソ
マ
リ
ア
の
子
と
も
た
ち
へ
…
生
徒
の
熱
い
思
い
を
こ
め
て
…

愛

の

贈

り

物

ー
　
　
遠
貿
南
中
学
校

つ
い
て
の
写
真
展
示
な
ど
を
し
た
際
、
飢
餓
に
苦

し
む
ソ
マ
リ
ア
の
子
と
も
た
ち
な
ど
の
こ
と
を
知

り
、
「
自
分
た
ち
に
も
何
か
手
助
け
か
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
考
え
、
国
際
交
流
募
金
を
始
め
た

の
か
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
ア
フ
リ
カ
教

育
基
金
の
会
か
ら
、
八
幡
西
区
在
住
の
看
護
婦
、

中
原
由
美
子
さ
ん
が
、
現
地
の
保
健
医
療
活
動
に

派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
彼
女
に
「
ソ
マ
リ
ア

の
子
と
も
た
ち
に
、
こ
の
募
金
を
渡
し
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。

贈
呈
式
の
最
後
に
、
中
原
さ
ん
か
ら
生
徒
の
み

な
さ
ん
に
、
ソ
マ
リ
ア
の
人
た
ち
に
か
わ
っ
て
ス

ワ
ヒ
リ
語
で
『
あ
り
が
と
う
』
と
お
礼
の
言
葉
が

お
く
ら
れ
、
そ
の
開
聞
、
生
徒
た
ち
の
顔
に
は
「
が

ん
ば
っ
て
、
よ
か
っ
た
ね
」
と
い
っ
た
笑
み
が
浮

か
び
ま
し
た
。

み
ん
な
の
熱
い
思
い
、
真
心
、
そ
し
て
愛
が
、

ソ
マ
リ
ア
の
人
た
ち
に
き
っ
と
伝
わ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
花
束
も
渡
さ
れ
ま
し
た
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五二］三言議醐工会

「㌃宗‾‾i

第10回ミニIルーポール大会

3月7日、30チーム約120人が参加

して、勤労者体育館と町民体育館の2

会場でミニハレーポール大会が行わ

れ、予選リーグ、決勝トーナメントで

熱戦が繰り広げられました。

大会の結果

▽勤労者体育センター

優勝岩松A　　準優勝キャシティズ

三位尾崎A

▽町民体育館

優勝老良A　　準優勝広渡C

教育長杯　小学生バレーボール大会
3月21日、勤労者体育センターで小学生約90人が参

加して小学生バレーボール大会が行われました。6年

生にとっては、この大会が「お別れ大会」になるとい

うことで、小学校時代最後の大会にくいを残さなぬよ
i　　　　　う力あふれるプレーでボールを追いかけていました。

大会の結果

（6年仕）優勝　馬門ジュニア　堆優勝　浅水ジュ
ニア　3位　島門男子

（5年生）優勝　浅木ジュニア　韓優勝　馬門ジュ

ニア　3位　広渡ジュニア
i　　　　（4年生）優勝　浅水ジュニア　準優勝　広渡ジュ

ニア　3位　出門ジュニア

岡垣町少年柔道大会
3月21日、岡垣町民武道場で、岡垣町少年柔道大会が行

われ、遼賀町の小学生が大活躍。団体戦で遠賀Aが優勝、

遠賀Bが3位の成績をおさめました。

個人戦（町内分・敬称略）

幼年の郎∴準優勝　村田秀太郎
1年の部　優　勝　松山博隆　　　準優勝　船戸克也

2年の部　優　勝　平田臓司
1　　3年の都　優　勝　高崎紘臣

5年の部　優　勝　無帽智者

へ
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出会いの架け橋が完成
－渡　橋　式

松ノ本区と中火区を結ぶ出会いの架け橋が完成し、3月

30日、地区の役員さんをはじめ、町長や工事関係者約150人

が参加して腰桶式が行われました。

この橋は、西IiIにより二分されていた、二つの′ト学校区

のコミュニティと連携を図るため地域づくり推進持薬の採

択を受け、地方交付税などを含め約一一億九千万111を投じて

架けたものです。

4月からは松ノ本区の児童が広渡小学校に通うことになり、

登下校時には、lL気なすどもたちでにぎわうことでしょう。

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
た
講
演
会
の
よ
う
す

人
権
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た

講
演
会
　
－
　
別
府
公
民
館

3
月
6
日
、
別
府
公
民
館
で
、
嘉
穂

町
の
助
役
大
谷
雄
大
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
「
明
る
い
社
会
造
り
の
た
め
に
一
人

一
人
の
人
権
を
大
切
に
」
　
の
演
題
で
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会

は
、
別
府
区
と
青
少
年
健
全
育
成
別
府

区
民
会
報
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の

で
、
会
場
を
訪
れ
た
別
府
区
民
約
百
二

十
人
は
、
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

別
府
公
民
館
長
の
森
謀
議
さ
ん
は

「
以
前
、
大
谷
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
講
演
会
で
区
民
の
み
な
さ
ん
が
人
権

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
く
れ
た
ら
と

期
待
し
て
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



行います。（5月31日まで）

1月にごみの有料指定袋制がスタートして3か月が過ぎました。みなさんの協力

のおかげで、この制度の1つのねらいである『ごみの減量化』にも効果があらわれ、

制度開始から2月までの遠賀町におけるごみの量は、昨年の同時期に比べ128ト

ン、率にして19％も減っています。しかし、「ごみは減らしたいけど、生ごみだ

けは毎日の炊事にはつきものだし‥　・」と悩んでいるご家庭も多いのではな

いでしょうか。そんなみなさんの声に応え、また当初の目標である年間20％のゴ

ミの減量化を図るた

め町ではコンポスト
家庭から出た燃えるごみの量（平成4年との比較）

資料提供遠賀中間地域広域行政喜務組合

製造器（生ごみ処理
器）の購入助成を行　平成5年

います。

今年度は、500基分

の予算を計上しまし　平成掴

た。

1月　300トン �2月　255トン ��128トン； 19％減； 

1月　386トン ��2月297トンI 

100　　200　　300　　400　　500　　600　　700

い
つ

ふ
け
ll
J鴨lJ喰

つも題
でフ図

諦
苗
事
理
拒
鷺
パ
宋
達
ゴ
ミ

コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
が
二
千
六
百
円
で
購
入
で
き
ま
す

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
対
策
と
　
　
は
一
基
二
千
六
百
円
と
い
う
こ
と
に
な

し
て
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
の
騎
大
助
成
　
　
り
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
一
基
五
千
　
　
　
生
ご
み
を
堆
肥
に
変
え
る
う
、
え
、
指

二
百
円
の
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
　
（
醗
酵
　
　
足
袋
の
節
約
に
も
な
る
、
こ
の
コ
ン
ポ

促
進
剤
．
餌
付
き
）
　
の
半
額
を
町
で
補
　
　
ス
ト
製
造
器
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

肋
す
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
負
担

申
込
み
は
役
場
で
、
現
品
は
一
か
月
後
に
お
宅
へ
お
届
け
し
ま
す

申
込
み
は
、
5
月
3
1
日
　
（
月
）
　
ま
で
　
　
だ
さ
い
。
役
場
に
は
、
在
庫
が
あ
り
ま

に
役
場
保
健
衛
生
係
で
受
け
付
け
ま
　
　
せ
ん
の
で
約
1
か
月
後
に
業
者
が
苗
接

す
。
印
鑑
と
二
千
六
百
円
を
ご
用
薫
く
　
　
お
宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
、
園
芸
界
で
、
配

合
上
の
こ
と
を
い
い
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
、

堆
肥
な
と
の
鞍
味
で
使
わ
れ
て
い
る
言

葉
で
す
。
普
段
、
私
た
ち
が
「
コ
ン
ポ

ス
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
。
あ
の
牛
ご
み

を
堆
肥
に
変
え
る
、
大
き
な
バ
ケ
ツ
の

よ
う
な
も
の
は
、
正
式
に
は
、
堆
肥
製

造
器
や
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
と
い
い
ま

す。

コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
は
、
生
こ
み
を

ハ
ク
テ
リ
ア
に
よ
り
醸
酵
さ
せ
て
堆
肥

に
変
え
る
も
の
で
す
。
醗
酵
を
促
す
た

め
、
薫
蒸
源
　
（
醗
酵
促
進
剤
）
　
を
与
え

れ
ば
、
約
3
か
月
で
牛
ご
み
を
施
肥
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



▼混ぜればゴミ、分ければ資源tI（新町区で）

現在使用しているみなさんからの
－質　問　箱－

「ウシ虫の発生を抑える方法かありますか？」

町内では、現在約1，000基のコンポスト製

造器か使用されています。そのみなさんを対

象に、アンケート調査を行った結果、たくさ

んの質問が寄せられました。その中で特に多

かったのか、「ウシ虫の対処法を教えてくだ

さい」というものでした。

生ごみが醗酵する段階で、ウシ虫は必ず発

生します。質問の中には「殺虫剤をかけたり

水で洗い流してもよいのかつ」というの力あ

りましたか、これは水分を好むウシ虫をより

発生させることになります。また、殺虫剤は、

生ごみを醗酵させる大切なバクテリアを殺し

てしまうことになり、醗酵を遅らせてしまう

原因になります。

ウシ虫の対処法としては、週一回程度生ご

みの上に、落ち葉、雑草、乾燥した土をかぶ

せてください。これによりウシ虫の発生を減

らすことができます。

一一一一、

糧
今
回
、
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
を
購
入

さ
れ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
、
使
用

し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
も
、
有
効
に
長

く
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
醗
酵
促
進

剤
に
つ
い
て
も
、
町
で
半
額
を
補
助
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
負
担
は
一
個
に
つ

き
三
百
円
に
な
り
ま
す
。
購
入
希
望
者

は
、
印
鑑
と
三
百
円
を
用
意
し
て
保
健

衛
生
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
、

助
成
す
る
駿
酵
促
進
剤
は
、
一
箱
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
入
り
で
す
。
÷
－
同
日
こ
と

に
三
十
－
五
十
グ
ラ
ム
を
投
入
し
ま
す

の
で
、
一
箱
が
約
一
－
．
か
月
分
に
な
り
ま

す。対
象
団
体
は
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
が
原
則
で
す
。

奨
励
金
制
度
の
対
象
と
な
る
団
体
は

質
源
コ
ミ
の
集
団
回
収
を
鰍
続
的
に
実

施
す
る
町
内
の
自
治
会
、
子
と
も
会
、

婦
人
会
、
老
人
会
な
ど
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
に
限
り
ま
す
。

対
象
団
体
に
な
る
に
は
、
役

場
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
登
録

が
必
要
で
す
。
現
在
、
継
続
的
に
廃
品

回
収
を
し
て
い
る
団
体
や
こ
れ
か
ら
始

め
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
6
月
0
0
日

（
水
）
　
ま
で
に
役
場
福
祉
課
保
健
衛
生

係
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。
蜜
録
は
一
年

こ
と
の
更
新
制
で
す
。

対
象
品
昌
は
紙
類
・
布
類
・
鉄

類
・
ビ
ン
類
の
4
繍
額
で
す
。

紙
類
・
布
類
・
鉄
類
は
1
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
3
円
。
ビ
ン
類
は
1
本
に
つ

き
2
円
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
1
0
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。
）

奨
励
金
を
受
け
る
に
は
、
薬
毒
の

売
却
明
細
書
が
必
要
で
す
。

奨
励
金
を
受
け
る
に
は
、
回
収
し
た

質
源
ゴ
ミ
を
持
っ
て
い
っ
た
※
者
の
売

却
明
細
事
と
仕
切
吾
が
必
要
で
す
。
役

場
福
祉
課
に
あ
る
交
付
申
請
書
に
記
入

の
、
う
え
、
明
細
書
・
仕
切
藷
と
一
緒
に

捉
出
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
は
各
団
体
の
活
動
費
な
ど

有
意
義
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
町
内
で
は
二
十
五
の
団
体
が

中
心
と
な
っ
て
質
源
ゴ
ミ
の
回
収
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
町
中
に
こ

の
資
源
ゴ
ミ
回
収
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
奨
励
金
制
度
の
概
要

園
囲
日
日
圏
回
国
四
国
間
回
国
囲

6
月
0
0
日
ま
で

届
出
を
も
と
に
篤
録
し
ま
す
∪

※
登
録
に
は
中
年
度
の
み
有
効
）

↑

園
園
田
　
S
　
圃
　
四
　
囲
　
圏

↑

四
囲
田
田
園
四
囲
閏
圏
囚
回
国
圏

※
〓
…
‖
馴
致
‥
甲
　
売
却
金
明
細
蔦
と
仕

切
い
＝
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

※
交
付
申
・
用
品
に
必
要
事
項
を
記
入
し
明

細
い
∵
仕
切
鳥
と
　
諸
に
捉
出
し
て
く
だ

さ
い

↑

図
回
田
園
圃
四
囲
圏
圏
園

↑

図
　
　
回
　
　
田
　
　
園
　
　
圃

●
卑
語
・
聞
合
せ
先

福
祉
課
保
健
衛
生
係

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ



く出の

情報

盤
＿＿一すさ

固定資産税（1期）
軽　自　動　車　税

4月16日繊～4月30日㈲

広報3月10日号でこどもまつり

用の鯉のぼりの寄付をおねがいし

たところ、4人のみなさんからお

寄せいただきました。大切に使わ

せていただきます。ありがとうご

ざいました。

社会教布潔　く℡293－123

4）では、今後も家庭で不要になっ

た鯉のぼりの寄付を受け付けていき

ますのでご協力をおねがいします。

申込みは電話で結樅です。こち

らから取りに伺います。

I2

次のような届出が必要ですoす年 ≡∴譜三尊：：三 　〇 �● “〇° 」 5塁 審、 露 たた わみ 彊 

、
1
－
－
－
1
1
m
l
九
時
l
切
付
鴨
量
茸

芭
∴
紀

生
活
設
計
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
北
九
州
農
業
改
良
普
及
所
で

は
、
日
本
銀
行
の
協
力
を
得
て
、
農
家

の
主
婦
を
対
象
に
し
た
「
生
活
設
計
講

座
」
を
開
設
し
ま
す
。
夢
の
あ
る
生
活

設
計
の
た
め
に
受
講
さ
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。
受
講
料
は
、
無
料
で
す
。

●
と
き
　
5
月
か
ら
毎
月
．
回

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
募
集
人
員
　
約
三
十
人

●
申
込
み
　
4
月
2
3
日
　
（
金
）
　
ま
で
に

役
場
産
業
課
農
政
商
工
係
へ

“
首
で
毛
笹
で
葺
い
て
く
だ
さ
い
。

代
筆
の
場
合
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の

理
由
、
代
箪
者
の
住
所
、
氏
名
を
膏

い
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
　
9
月
5
0
日
　
（
木
）
　
ま
で
に

宮
内
庁
詠
進
歌
係
（
〒
l
0
0
東
京
都
千

代
田
区
一
I
 
J
　
へ

平
成
6
年
歌
会
始
の
詠

進
歌
を
募
集
し
ま
す

●
お
題
　
「
波
」

●
詠
集
方
法
　
半
紙
　
（
和
紙
）
　
を
横
長

に
用
い
て
、
右
半
分
に
お
題
と
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
職
業
を
縦
暫
き
、
一
人

遠
賀
・
中
間
さ
わ
や
か
シ
ル
バ
ー

大
学
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

こ
の
講
座
は
、
高
齢
者
の
学
習
や
社

会
活
動
へ
の
参
加
の
機
会
を
つ
く
り

豊
か
な
生
活
体
験
を
生
か
し
な
が
ら
、

身
体
的
捕
神
的
能
力
の
維
持
発
展
を
助

け
、
み
な
さ
ん
が
喜
び
と
自
信
を
も
っ

て
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
ら
れ

る
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
　
遠
賀
郡
、
中
間
市
に
在
住
の

0
0
歳
以
上
の
人
（
平
成
5
年
5
月
現

在）
●
人
員
　
約
百
十
五
人

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
中
央
公
民
館

●
期
間
　
5
月
2
1
日
　
（
金
）
－
1
0
月
卜

旬
の
毎
週
金
曜
日
　
（
8
月
は
休
講
）

●
受
講
料
　
無
料

●
内
容
　
金
員
に
受
講
し
て
い
た
だ
く

教
嚢
コ
ー
ス
と
書
道
、
ク
ッ
キ
ン

グ
、
気
功
、
歴
史
散
歩
の
な
か
か
ら
一

つ
を
選
ぶ
選
択
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
　
申
込
用
紙
　
（
教
育
委
員
会

礼
会
数
台
課
に
あ
り
ま
す
）
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
5
月
1
0
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

園
閏
Ⅲ
図

公
民
館
対
抗
軟
式
野
球
大
会
の
申

込
み
指
切
り
が
迫
っ
て
い
ま
す

4
月
2
5
日
（
H
）
と
～
月
2
日
（
日
）

に
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
る
、
公
民
館
対
抗
軟
式
野
球
大
会
の

申
込
み
締
切
り
日
は
4
月
1
3
日
　
（
火
）

です。
●
申
込
み
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内

町
体
育
協
会
事
務
局
℡
　
（
2
9
3
）

●
監
督
会
議
　
4
月
1
5
日
　
（
木
）
　
午
後

1
時
0
0
分
か
ら
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で



‾ヽ

初
心
者
向
け
硬
式
テ
ニ

ス
教
室

春
、
ス
ポ
ー
ツ
に
絶
好
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
や
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
！
ラ

ケ
ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
ゲ
ー
ム
が
楽
し

め
る
ま
で
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●
練
習
日
　
5
月
1
日
か
ら
毎
週
火
・

金
曜
日
の
午
後
1
時
～
9
時
（
計
十

回）
●
と
こ
ろ
　
総
合
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス

コ

ー

ト

●
会
費
　
六
千
円
（
初
回
時
に
全
納
）

●
申
込
み
　
4
月
0
0
日
　
（
金
）
ま
で
に

永
松
政
利
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
0
8

田
も
。
程
◎
飽

に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
環
境
づ
く
り
」

と
パ
ネ
ル
テ
ィ
ス
カ
ノ
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ
　
全
労
災
福
岡
県
本
部

内
九
州
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
係
℡
0
9
2

（
1
1
3
）
　
1
5
6
1

五
枚
入
っ
て
、
五
百
十
五
円
で
す
。
ま

た
、
贈
り
物
な
ど
に
特
別
に
製
作
で
き

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
川
郵
便
局
℡

（
2
9
3
）
　
0
0
4
2

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
が

遠
賀
町
演
歌
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す

町
内
の
三
つ
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
発
表
会
で

す
。
ゲ
ス
ト
に
香
田
晋
さ
ん
や
町
内
出

身
の
響
浩
司
さ
ん
を
迎
え
て
行
い
ま
す
。

●
と
き
　
4
月
2
9
日
（
祝
）
午
後
2
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

●
問
い
合
わ
せ
　
清
川
一
水
さ
ん
℡

（
2
9
3
）
　
3
1
0
0

九
州
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
あ
り

方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
が

高
齢
化
社
会
に
移
行
す
る
こ
の
時
期

に
、
人
生
八
十
年
時
代
を
し
な
や
か
に

生
き
て
ゆ
く
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は

「
な
に
を
」
　
「
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
の
か
」
に
視
点
を
あ
て
た
、
九
州
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
と
き
　
4
月
2
0
日
　
（
火
）
午
後
1
時

－5時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
の
ソ
テ
リ
ア
西
鉄

ホ
テ
ル

●
入
場
料
　
無
料

●
内
容
　
東
京
家
政
大
学
教
授
樋
口
息

子
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
高
齢
化
社
会

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た

雇
用
促
進
事
業
団
八
幡
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
行
わ
れ
る

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
で
き
ま
し
た
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、

直
接
セ
ン
タ
ー
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
み
　
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助
課
℡

（
6
4
1
）
　
4
9
0
6

法
律
・
不
動
産
相
談
で
悩
み

事
を
解
決
し
て
く
だ
さ
い

▽
無
料
法
律
相
談

●
相
談
内
容
　
金
銭
貸
借
、
相
続
、
離

婚
、
保
証
人
、
契
約
な
ど

●
と
き
　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
時
～

4
時

▽
不
動
産
無
料
相
談

●
相
談
内
容
　
土
地
の
売
買
、
賃
貸
借
、

担
保
、
交
換
な
ど

●
と
き
　
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日
、
午

後
1
時
－
4
時

場
所
は
県
庁
一
階
県
民
相
談
室
℡
0

9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
2
3
4
で
す
。
事

前
に
穏
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

㊥
㊥

※
引
き
続
き
第
1
号
被
保
険
者
と
な
る
　
　
い
住
所
地
に
住
所
変
更
の
届
け
出
を
す

人
も
住
所
を
変
更
し
た
場
合
は
、
新
し
　
　
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

在
学
中
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
滞

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
う
え
で
、
免
除
を
受
け
た
期
間
は
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
一
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
満
額
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
免
除
を
受

そ
の
期
間
に
つ
い
て
納
付
で
き
る
追
納

制
度
が
あ
り
ま
す
。

〓
疋
の
収
入
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た

み
な
さ
ん
に
は
、
将
来
有
利
な
年
金
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
ぜ
ひ
、
追
納
を
お

勧
め
し
ま
す
。

け
た
期
間
か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

●
平
成
4
年
度
の
保
険
料
は

4
月
0
0
日
（
金
）

平
成
4
年
度
の
保
険
料
は
4
月
5
0
日

（
金
）
　
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
日
を
過
ぎ
る
と
、
役
場
窓
口
で
取
り

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い

扱
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
必

ず
4
月
5
0
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

団
□
［
田
口

喜
田
鵜
8
0
回

携
帯
に
便
利
な
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
の
切
手

帳
「
ゆ
う
べ
－
ン
」
が
あ
り
ま
す

郵
政
省
で
は
、
携
帯
に
便
利
な
、
郵

便
切
手
帳
「
ゆ
う
ペ
ー
ン
」
を
全
国
の

郵
便
局
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

2
月
2
6
日
か
ら
発
売
し
て
い
る
、
「
ゆ

う
ペ
ー
ン
烏
」
は
お
し
ゃ
れ
な
絵
柄
の

台
紙
に
4
1
円
・
6
2
円
切
手
が
そ
れ
ぞ
れ

「
刊
“
矧
－
制
判
－

●
と
き
　
4
月
2
7
日
　
（
火
）
午
前
9
時

0
0
分
－
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
生
後
1
か
月
～
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
・
身
体
測
定
、
保
健
指

導
●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
全
　
無
料

二
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
郡
消
防
本
部
〈
埜
1
2
3
1

〝
外
出
中
の
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
〟

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
外
出
す

る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
で
そ
の
脅
守
中
に
火
事
が

起
き
て
い
ま
す
。

外
出
中
の
火
災
予
防
と
し
て
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
．
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
身
体
の
不

自
由
な
人
、
病
気
の
人
だ
け
を
残
し

て
外
出
し
な
い
。

2
　
ガ
ス
器
具
は
、
元
栓
を
閉
め
て
お

く
こ
と
。

3
．
磁
気
器
具
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
く
。

4
．
外
出
す
る
直
前
に
タ
バ
コ
を
吸
わ

な
い
こ
と
。

5
．
家
の
周
り
は
、
整
理
整
頓
し
て
お

く
こ
と
。

6
．
戸
締
り
を
行
い
、
隣
近
所
に
声
を

か
け
て
お
く
こ
と
。

管
内
　
火
災
・
救
急
件
数

（
2
月
1
日
～
2
8
日
）
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トでかけませんか（主な行書など）
1月15日どんど焼（観ノ日公園）

そのほか、旧駅舎跡や柴聞
直教諭寿碑などのみどころ
があります。
ウオークラl）－気分で散歩

してみてはいかがですか。

人のぅごき
平成5年3月末日現在（）は前月比
●世帯数　　　　●人　口

5，493（＋33）　18．519（＋76）

●男……　8，840　●女……　9，679

●転入……　259　●転出……177

●出生………　5　●死亡……　11
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総
面
積
二
十
二
・
二
九
品
　
『
水
と
緑
』
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
区
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
も
、
素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

〝
旧
停
〟
地
名
の
由
来

明
治
2
3
年
日
月
1
5
日
、
九
州
鉄
道
株

式
会
社
遠
費
用
駅
が
、
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
駅
舎
は
、
現
在
の
駅
舎
の

約
一
百
メ
ー
ト
ル
束
、
枝
沢
忠
幸
さ
ん

宅
の
前
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治
4
0
年
5

月
に
現
在
地
に
移
転
さ
れ
る
ま
で
、
こ

の
地
区
が
村
の
玄
関
日
で
し
た
。
駅
の

移
転
後
は
、
新
し
い
駅
が
新
停
車
場
、

元
の
駅
が
旧
停
車
場
と
呼
ば
れ
、
そ
の

旧
停
車
場
が
あ
っ
た
所
と
い
う
鞍
味
か

ら
こ
の
地
区
が
旧
侍
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
町
内
の
お
年
寄

り
の
中
に
は
、
今
で
も
現
在
の
遠
賀
川

駅
を
新
停
車
場
と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
は
機
関
車
を
〝
お
か
蒸
気
”

機
関
士
を
〝
汽
車
方
さ
ん
〟
と
言
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

以
前
は
広
波
高
の
中
に
あ
っ
た
こ
の

地
－
来
で
す
が
、
昭
和
4
2
年
4
月
に
分
離

し
、
現
在
の
旧
作
匪
と
な
っ
て
い
ま

す。偉
人
柴
田
直
敏
翁
の

功
績
を
し
の
ぶ
寿
碑

島
田
川
沿
い
に
、
柴
田
直
教
翁
寿
碑

が
あ
り
ま
す
。
柴
田
直
教
諭
は
、
前
町

長
柴
田
貝
殻
氏
の
慨
賞
の
こ
尊
父
に
あ

た
り
、
弘
化
4
年
2
月
1
＝
畠
円
村
大

字
広
渡
に
誕
生
し
大
正
1
5
年
1
1
月
1
7
日

に
5
0
股
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

柴
田
直
教
諭
は
、
明
冶
2
2
年
、
両
町

村
郷
の
施
行
に
よ
り
、
初
代
風
間
村
長

を
努
め
る
な
と
、
自
流
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
速
質
郡
だ
け
で
な
く
、
北
部
九
州

の
地
域
浮
」
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

碑
の
裏
に
は
、
五
九
六
文
字
に
お
よ

ぶ
、
切
紙
を
た
た
え
た
記
述
が
克
明
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

区
　
民
　
の
　
親
　
睦
　
を

図

る

数

々

の

催

し

直
民
の
親
鵬
を
図
る
た
め
、
地
車
で

は
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
広
渡
の
お
宮
厘
に
嘩
じ

て
、
幼
年
1
2
月
1
5
日
に
近
い
日
曜
日
に

行
わ
れ
る
凱
旋
会
に
は
、
高
民
全
日
が

集
ま
り
、
雷
同
さ
ん
の
祝
詞
、
お
舷
い

を
受
け
た
あ
と
、
宴
会
、
抽
選
会
な
と

で
楽
し
い
ー
H
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う

です。ま
た
、
1
月
1
5
日
に
は
、
鶴
ノ
H
公

園
で
、
煎
痛
息
災
、
家
内
安
全
を
神
棚

し
て
新
春
恒
例
の
と
ん
と
焼
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
カ
ツ
ポ
酒
や

ぜ
ん
ざ
い
も
用
思
さ
れ
、
多
く
の
区
民

が
集
ま
り
、
み
ん
な
で
一
年
の
ス
タ
ー

ト
を
視
っ
て
い
ま
す
′
ノ

地
　
域
　
の
　
発
　
展
　
は

人

的

活

性

が

一

番

旧
侍
医
の
あ
り
方
に
つ
い
て
区
長
の

「
こ
の
辺
り
に
旧
駅
舎
が
あ
り
ま
し
た
」
と

イ
　
区
長
の
壁
広
重
利
さ
ん

重
広
重
利
さ
ん
は
　
「
旧
件
直
は
、
胱
児

島
本
線
か
ら
国
道
3
号
線
ま
で
の
範
囲

に
位
服
し
て
お
り
、
地
現
的
に
見
て
今

後
、
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
望

め
ま
せ
ん
。
ま
た
、
極
め
て
規
模
の
小

さ
な
区
で
あ
る
た
め
、
存
分
な
活
動
が

で
き
な
い
面
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
地
域
の
発
展
は
人
的
清
雄
が
．
番

で
す
。
す
べ
て
の
行
串
に
国
民
全
鯛
が

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

園
園
園
国

文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
の
取
材
で
参
加

者
の
み
な
さ
ん
の
お
供
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
「
広

報
い
つ
も
見
て
ま
す
よ
」
と
か
「
が
ん

げ
っ
で
ね
」
な
と
と
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
原
稿
の
締
切
り
が
辿
り
焦
っ
て

い
た
時
の
や
さ
し
い
び
と
こ
と
た
っ
た

の
で
一
本
当
に
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
l
、

そ
の
日
、
み
な
さ
ん
の
言
葉
を
胸
に

ひ
め
て
の
編
集
作
業
、
す
こ
く
ス
ム
ー

ズ
に
い
っ
た
ん
で
す
よ
。

ま
た
、
ど
こ
か
で
会
っ
た
ら
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
広
報
お
ん
が
が
立
派

な
広
報
紙
に
な
る
よ
う
に
・
…
‥
。
（
英
）

お
わ
び
と
訂
正

2
月
2
5
円
号
の
行
事
予
定
秦
の
納
期

が
固
定
資
産
税
（
4
期
）
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
固
定
資
鹿
税
（
1
期
）
の
誤
り
で

し
た
。
お
わ
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

柴
田
直
銀
鈴
寿
碑


